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『歴史資料館』から『コミュニケー ション
ミュー ジアム』へ（その3)
田中正智
「歴史資料館」の展示にかんじんの学生が一向
に関心を示しません。それより「資料館」を見に
来ません。“客寄ぜ’に名案はないものか・・・、
私は悩みました。しかし、いくら悩んでもラチが
あきません。そんなある日、以前に電気通信の普
及状況を調査するためにパプアニューギニアを
訪れた時のことを思い出したのです。
総合大学としての国立パプアニューギニア大
学。その付属図書館で昼休みに学生向けにビデオ
を上映していたのです。主に BBC制作の科学番
組でした。大勢の学生たちが熱しヽに視ていました。
とりわけ図書館の“客寄せ”ではないようでした。
“客寄せ”不調
向こうが BBCならこちらは NHK.制作のビデ
オだ。「電子立国日本」シリーズや「宇宙スペー
スシャトル8日間の記録」「シルクロード総集編」
加えて劇映画「20 0 1年宇宙の旅」「ザ・イン
ターネット」などなどを昼休みに「歴史資料館」
で上映することを試みました。
「歴史資料館ニュース」と掲示で学内に周知し
たのです。しかし結果は惨愉たるものでした。パ
プアニューギニアに限らず開発途上国と日本で
は、映像メディアについて若い人びとの関心の程
度が、まった＜違うことを思い知らされたのです。
学生たちの無関心をよそに、「資料館」はマス
コミの間では徐々に知られるようになりました。
“電気通信に関する古いことは電通大の「歴史資
料館」に聞けばいい’'との風評が広まり始めたよ
うです。
クイズ番組に録画出演
1999年夏のある日、 NHKからクイズ番組での
電話についての解説に出演依頼がありました。当
時、 NHK総合テレビの日曜夜7時30分から「ク
イズ日本人の質問」という番組がありました。こ
の番組は古舘伊知郎の司会で 4人の回答者（高橋
英樹、大桃美代子、矢崎滋、桂文珍）にあるテ
ーマの質問をすると 4人がもっともらしい回答
（実は、正解は 1人だけ）をします。その後、司会
者が正解を示し、そのテーマと正解についてを専
門家が解説するというものでした。
今回は 7月 18日（日）の放映で、司会者の「そこ
で問題！謎の “そうめん屋さん” って、どんな
職業の人だったんでしょうか？」という質問で、
正解は “電話局で働く人” でした。
「それでは、電話の歴史に詳しい電気通信大学
歴史資料館の田中正智さんに伺っています」との
司会者の紹介で、あらかじめ録画してあった私の
解説が流れるという内容でした。
次頁の写真は、歴史資料館での録画風景です。
ー
歴史資料館でNHKのスタッフによる取材
ちなみに、私の解説は概略以下のとおりでした。
東京の街に電話が普及し始めた明治 20年代、
人々は電話局の人のことを親しみをこめて
”そうめん屋さん”と呼んでいました。電柱か
ら電柱へ張り巡らされ、電話局に引込まれた電話
線が素麺にみえたのです。当時の電話線は裸の銅
線を使って加入者と電話局との間を 1本1本結ん
でいました。ですから加入者が増えるにつれて電
話線の数も増え続け、結果として、何百本もの線
が張り巡らされることになったのです。特に大雪
の後などば’だら一ん’'と垂れた電話線がまさに
素麺だったようです・・・。
この放送からしばらくの後、本学で文部省の
「青少年自然科学教室」が量子・物質工学科の伊
理教授と高木助教授の指導で、小中学生を対象に
開講されました。
その最終日、歴史資料館は「教室」から 20人の
小さなお客様を迎えたのです。
私は“ここは電気通信大学の「歴史資料館」と
いうところです。きょうは放送の歴史について勉
強しましょうね”と前置きしてお話を始めました。
大正 14年に開始されて以来のラジオ放送の録音
も聞かせました。
“そうめん屋さん’'好評
そして最後に、上記の“そうめん屋さん”の録
画を見せたのです。がぜん盛り上がりました。
お客さまたちは“あ！館長先生が写ってる”“こ
こにはいろんな機械があるんだね”“これ・・・
この資料館のどこで撮影したの？” “電話って
明治時代からあったんだね”“ボクもテレビに出
たいなぁ'’。 etc,etc
小学生に無線機や真空管の説明をする術はな
いでしょう。電気通信の歴史においておや。しか
し、その小学生たちも数年後には大学受験生にな
る。電気通信の専門分野にこだわらず、機会をと
らえて、「歴史資料館」の存在そのものを通して、
その「資料館」のある電通大が魅力ある大学であ
ることを印象ずける努力が、受験生をふやすため
には、求められているものと感じました。
（文中敬称略） （その 3おわり）
広幅複写機開発の話（その2)
櫻井徹男
4.スキャナー
次にスキャナーについて少し説明します。スキ
ャナーは原稿を原稿台ガラス（コンタクトガラス
と呼ぶ）の上に乗せ光学系が移動して順次スキャ
ンする光学系移動方式（普通の小型複写機）と大
型複写機に使用される光学系が固定されて原稿が
移動する原稿移動方式に分かれます。 A2サイズま
では光学系移動方式が使われていますが A2サイ
ズ以上では光学系移動だと原稿台が大きくなるの
で殆ど原稿移動が使われています。初期の複写機
では原稿照明はハロゲンランプでした。ハロゲン
ランプはの8,...,lOmの細いガラス管の中にタン
グステンをコイル状に巻き必要な抵抗値にしたフ
ィラメントを両端の電極に溶接しています。管の
中にはハロゲンガスが封入されランプが点灯し夕
ングステンが高温になるとタングステン原子が蒸
発し比較的に低温部である発光管の内壁面領域に
移動し、ハロゲンと化合し；ハロゲン化タングス
テンを形成します。ハロゲン化タングステンの蒸
気圧は比較的高いことから、ガスの状態で再びフ
?
ィラメント部付近に戻りフィラメント近傍で
1, 400℃以上に加熱されると、ハロゲンと分離し夕
ングステンになり再びフィラメントに戻る（ハロ
ゲンサイクルと呼ぶ）のでフィラメントのタング
ステンが細らず寿命が長くなります。照明用とし
ては色温度 3000K程度で使用されていました。広
幅機では照明用にハロゲンランプを使用すると
l. 5~2kW程度の電力を必要とし照明部の温度も
くなり原稿を痛めるため高輝度蛍光灯を使用し光
を出す部分を円周上の一部にして放射光を強くし
たアパチャータイプと呼ばれる物が使用されてい
ました。最初に発売したAl機では輝度を上げるた
めにガラードと呼ばれる蛍光体を使用した緑色の
ゅ38の80Wの蛍光管2本を使用し露光調整は蛍光
灯を回転させて行いましたが、光量の余裕がなく
地肌が濃い原稿では地肌を抜くことが出来ずクレ
ームとなりました。この頃のレンズは中にミラー
を入れレンズの枚数を半分（ガウスタイプの片側）
にしたインミラーレンズが使われていました。ス
ルーレンズが使用されるのは複写倍率が何種類か
選択できる機能が追加されてからです。
ムダ原稿 コンタクトガラス
ダハミラー
感光体
図3 スキャナーレイアウト
図3はアナログタイプの複写機の光学系移動ス
キャナーの断面構造です。ランプはハロゲンラン
プですが原稿の影を減らすため反対側に反射板を
設けて有ります。ミラーは全部で四枚使い第二、
第三は一体となっており光を折り返すためダハミ
ラーと呼ばれています。光路長を一定に保っため
ダハミラーは第一ミラーの半分の速度で移動しま
す。感光体へは5,.._,6m幅で連続して原稿像が投
影されます。これをスリット露光と呼んでいます。
レンズを通過した光は周辺が低下しています。こ
れは周辺減光と呼ばれ光軸中心からの角度の Cos4
に比例して減るために感光体への投影は端に行く
にしたがって広げて（スリット幅が増える）補正
しています。拡大、縮小を行う場合はレンズ位置
とダハミラーの位置を変え原稿からレンズ中心
（実際には若干異なるが簡便のため中心とする）
までの距離 Aとレンズ中心から感光体までの距離
Bを変えて 1/A+l/B=l/f、(fはレンズの焦点距
離）、 B/A=m（倍率）の関係を満足させるように位置
制御します。式で表すと光路長L （原稿と感光体
までの距離）はL= f (2+m+ 1/m)となり等倍の時
(m=l)は4fで倍率を変えて行くと長くなります。
スキャンする方向を副走査方向と呼び拡大時は遅
く、縮小時は早く光学系が移動します。移動速度
を等倍時Vとすると V/mで制御します。このよ
うに速度で倍率を変えるのを速度変倍と呼びます。
例えば倍率が 50％の縮小だとするとAがBの二倍
になるためレンズは図よりも右側に移動しダハミ
ラーも若干右側に移動し光路長はL=4. 5fとなり
スキャンは2倍の速度で行われます。コピーで言
うとA2サイズがA4サイズに縮小されます。図4
に原稿移動のスキャナーレイアウト断面を載せま
した。
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図4 原稿移動方式スキャナーレイアウト
原稿の先端をテーブル上に乗せ入ロローラに噛
ませますと下流側に搬送され蛍光灯二灯で照明さ
れ原稿上の画像をセルフォックレンズアレー（日
本板硝子が発明した直径0.7,._, 1mm程度のガラス
ファイバー：中心から外側に屈折率が放物線状に
?
変化させるようにしたもので幅が lm近くのもの
まで製造されています：SelfFocus Lens Array) 
で感光体上に結像させる方式が多く使われていた。
この方式の欠点は等倍光学系しかできないため変
倍を必要とする広幅機には使用できませんでした
が機械がコンパクトになるため廉価機に用いられ
ました。変倍を必要とする大型機には大きなレン
ズと長い反射ミラーが用いられミラー変倍を行っ
ている機種も有りましたが大型となり、質量も
800kg~1000kg になるので納める時に幾つかに分
割出来る様に設計しなければなりませんでした。
原稿搬送は入口側よりも排出側の搬送速度を 0.3% 
程度早くして原稿を引っ張るようにし薄い原稿で
も徽が発生しないようにしています。使用できる
原稿は厚みが 1mmが上限ですが、ダンボールや
発泡スチロールボードに貼った原稿をコピーした
いとか厚手の要望が有り上側のガイド板が上がる
構造にしたスキャナーを作ったこともあります。
（その 2おわり）
世界最初のトランジスタ・ラジオ
（所蔵品：リージェンシー TR-1)
高橋雄造
世界最初のトランジスタ・ラジオであるリージ
ェンシーTR-1が、電気通信大学UECコミュニケ
ーションミュージアムに 2台所蔵されています。
これは、多少誇張して表現すれば「モナリザ」級
の技術史記念物です。ぜひ多くの方々に見ていた
だきたいと思います。リージェンシーは米国テキ
サス・インスツルメンツ社のブランドで， TR-1の
発売は 1954年でした。これは，東京通信工業（ソ
ニー）がトランジスタ・ラジオ TR-55を発売した
1955年の前年です。
TR-1はトランジスタ 4個を使用したスピーカ付ラ
ジオで、大きさは幅 3インチ、高さ 5インチ、厚
さ1-／四インチ、電池は2.5ボルトのものを使
い、価格は40ドルでした。回路構成は、ゲルマニ
ウム NPNトランジスタを周波数変換に 1個、中間
周波増幅に 2個、低周波増幅に 1個使い、検波は
ゲルマニウム・ダイオードです。中間周波数は、
262キロヘルツで、ゲルマニウム・トランジスタ
ーの性能がふつうの中間周波数 455キロヘルツの
増幅には不十分であったからこの周波数にしたの
です（「無線と実験」 1955年4月号，高橋雄造「ラ
ジオの歴史」参照）。当時のトランジスタは高周波
特性が悪く、個々のトランジスタのばらつきが非
常に大きかったので、安定した中間周波増幅を実
現し製品化するには大変な困難があったにちがい
ありません。
日本では「ソニーの TR-55が世界最初のトラン
ジスタ・ラジオ」という神話が行きわたっていて、
NHK（ラジオ第一放送「今日は何の日」）や「日本
経済新聞」 (2005年3月21日）までこれを明言し
ています。ソニー社自身はさすがにこれを主張し
ていませんが，はっきり否定もしていません。リ
ージェンシーの TR-1は、家庭用の核シェルターに
持ち込む需要をあてこんで発売されたので、東西
冷戦期における核ミサイル戦争の恐怖の産物であ
ったと言えます。東京通信工業のトランジスタ・
ラジオおよびこれにつづいた日本の大中小メーカ
ーの輸出用トランジスタ・ラジオは，ロックンロ
ールの爆発的流行をたすけ、若者文化の拡大を促
進しました。市民の生活・文化との関係という意
味で、リージェンシーのTR-1とソニーのTR-55は
対照的です。 （おわり）
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長野市立博物館での展示報告
宮入源太郎
平成25年9月23日に長野県長野市にある長野
市立博物館で実施した展示・実演の内容について
以下にご報告いたします。
L展示・実演を実施することになった経緯
長野市立博物館では、開館記念日である 9月23
日に毎年「博物館まつり」と題して、様々な催し
物を行っています。この日は小学生とその同伴者
を中心に 1日で2,000人を超す来場者があります。
8月に同館から来場する多くの市民にとってより
有意義な機会を提供するためとして、 UECコミュ
ニケーションミュージアムに協力依頼がありミュ
ージアム所蔵品を使って展示・実演をしました。
2展示・実演内容
今回は「昔の通信体験」を代表テーマとしてつ
ぎのような内容を実施しました。
(1)音響電信実演
号で送信してみよう」と符号表を見ながら電鍵を
操作してカナで名前を打鍵してもらいます。 2-3
回練習するとそれなりに音響がでるようになり、
そこで印字機を動かして紙テープに符号を印字さ
せ、そのテープを切って「はい、お土産です」と
渡すと、ほとんどの子供はにつこりとうれしそう
にうけとって帰ります。中には親御さんの方がの
めりこんで一緒に練習することもありました。
(2)目の錯覚（錯視）の実演
第 5展示室にある電信実技訓練機と同型の音響
スピーカ付紙テープ印字機 2台を並べてモールス
符号の送信・受信の実演を石島・桑嶋両学術調査
員と長野市内のテレビ局に勤務する本学卒業生の
伊藤紀男氏の応援を得て実施しました。
展示ブースを訪れる子供と同伴者（ほとんどが
父親か母親）が「これは何だろう？」という顔をし
てながめます。そこで実演者が電鍵を叩いて符号
音を出しながら説明、「あなたの名前をモールス符
第 7展示室にある錯視おもちゃ、両眼立体視ポ
スター、本学で見出された錯視のパソコン画面に
よる表示などについて中川直哉学術調査員が説明
と実演を行いました。
子供たちは意外にのみ込みが早く、親子で錯覚
の体験を楽しんでいました。
中川さんはご高齢にもかかわらず、昼食前後の
休憩を除き時間一杯に軽妙な説明をされていまし
た。また、持参した本学の資料を配布したり説明
や紹介をしました。
(3)天気図受信機の実演
第 4展示室にある気象用ファクシミリ受信機
FX-7598を設置し、石島学術調査員が鹿児島漁業
無線局にある気象FAX送信所からの天気図放送
(7. 795及び 13.597MHz)を受信実演し、説明しま
した。信州ではなかなか見られない展示ができた
と思います。
(4)手旗通信と光線通信の実演
モールス通信は、海上での簡易な通信としての
?
手旗通信や光線通信で使われることが国際的に取
り決められており実際に使われることがあること
を示すために、手旗と水上用光線点滅器を展示し
実演を試みましたが、残念ながらあまり注目され
ませんでした。
3．おわりに
「博物館まつり」への電気通信大学の協力は今
回が2回目でありますが、他所では見られない珍
しい実演として博物館学芸員の人達に評価されて
おり、今後も条件の許す限りの協力を続けて長野
市民への知的貢献と本学の知名度向上に役立てた
いと考えています。
最後に、ボランテイアとして長野まで行ってく
ださった中川直哉、石島 巌、桑嶋陽一各学術調
査員、現地で応援いただいた卒業生の伊藤紀男氏、
そして錯視実演のための展示品を準備下さった出
澤正徳学術調査員に厚くお礼申しあげます。
（おわり）
所蔵電子管の整理
断であっても残し、管名やメーカー名が不明の
ものはその旨表記。
3．リストは容易に検索や集計が行えるようにエ
クセルで作成し、管名、メーカー名、個数、寄
贈者名等必要なデータを記載。
大型管も可能な限り箱に入れていますが、一部
収納できないものはエアクッションで包んだ上、
メーカー名および管名を記しています。また、よ
り大型で収納箱に入らないものは別の棚にまとめ
て置いています。さらに展示中のものはケース番
号を付してリストアップしています。
最も手間取ったのは管名およびメーカー名の確
認で、特に古い球では印刷が擦れたり消えかかっ
ているものが多く、光に蒻してみたり拡大鏡を使
って読み取るといった作業の連続で、どうしても
解読不可能な球には、額の油を擦りつけて読み取
るといった裏技も登場しました。
リストアップされた電子管の総数は約 14,000。
収蔵場所や管種毎の本数がはっきりし、展示機器
等で使用する球が必要といった場合にも即座に探
山肩昭夫 し出すことが可能になりました。なお管種の分類
第 6展示室では、ミュージアムが所蔵する膨大
な数の電子管の整理と、それに合わせたリストア
ップの作業を行っています。第 6のみならず他の
展示室や事務局の皆様の協力も頂きながら、以前
国府田学術調査員が作成したリストをベースに、
大塚学術調査員はじめ寄贈者の方々が作られたリ
ストも参考にしつつ、青山、磯田、山肩、各学術
調査員が昨夏以来継続して進めてきました。主な
作業は以下のようなものです。
1今まで寄贈者毎に様々な方法で収蔵されてい
たものを、新たに整理番号を付したプラスチッ
クの引き出し式の収納箱に統一された方法で
収める。
2電子管のヒーター（フィラメント）の導通チェッ
クを行った上で、原則として 1本毎に個別の箱
に入れる。白箱に入れたものは管名およびメー
カー名を確認の上記載。なお貴重品はヒーター
や、用途の記載といったリストの整備作業は今後
も継続して行っていきます。真空管リストは最新
のものを印刷して館長室書棚に常置してあります
のでご利用ください。
（おわり）
学術調査員紹介
石島巖
昭和6年5月、今の東京
都大田区にて出生。日米開
戦時は小学校 4年生。昭和
18年，東京府立第十五中学
校入学。昭和 20年5月に
蒲田と大倉山で罹災、埼玉
県に疎開し、県立不動丘中
学校に編入。学校工場の労働と軍事教練の日々を
送るうちに終戦を迎えました。中学、高校時代は、
?
ラジオの制作や修理が面白く、村中のラジオは殆
んど修理しました。昭和 25年に電気通信大学電
波通信学科（陸上通信専攻）に入学。第一級無線
通信士の資格を取得し、昭和 29年に卒業、日本
郵船（株）に入社、赤城丸、相模丸、讃岐丸など
七隻に乗船して、西周り欧州航路、東周り世界一
周航路、紐育航路、ペルシャ湾航路などの通信を
経験しました。昭和 37年に七洋電機（株）に入社、
無線機器の設計業務、工場管理業務に従事しまし
た。昭和 49年に電気通信大学短期大学部助教授
に就任、その短期大学部は、昭和 65年に電気通
信学部に包摂され、平成 9年同退官しました。以
後、電気通信大学歴史資料館に引き続き、当館に
て学術調査員として勤務、今日に至ります。
七洋電機とは、日本郵船の通信士が、自分達が
船で使用する無線機器を開発製造するために創
した会社で、三井船舶（株）の通信士が協立電
波（株）という会社を持っているのを真似て作った
会社です。当時（昭和 45年前後） ITUが外航
商船に短波SSB無線電話の使用を許したので、
海上無線通信界は、タイタニック以来の無線電信
の世界から、突然、陸上の公衆通信回線に接続す
る復信方式無線電話の世界へと近代化したので
あります。船舶上では発射電波の回り込みが強く、
遠距離通信が困難です。私もこの問題について大
変な困難に遭遇したことを思い出します。私が、
この会社の工場次長兼研究課長という職にあり
ましたとき、本学の宮坂教授からの要望により、
米国の気象衛星から送信される画像を受信する
特殊な受画装置を試作することになりました。こ
の装置が各方面で活躍し、成果を学会に共同発表
したため、気象庁、科学技術庁などからも何かと
注目され、制作者としての私の名前も知られてい
た模様でありました。 1971年（昭46)に国連とN
ASAが主催する国際ワークショップ、‘‘地球資
源探査システム”と“同シンポジウム”がミシガ
ン大学で開かれた時、科学技術庁から日本の代表
として参加するように要請を受けました。そして
気象庁の研究者と共に、リモートセンシングなる
学問の一端を学ぶことになったのです。この間、
ワシントンのゴダード宇宙飛行センターやヒュ
ーストンの有人宇宙飛行センターなどの視察が
許され、一ヶ月後に帰国したときには、ランドサ
ット計画について、日本で一番勉強した（筈の）
人という立場になっていました。
一方、大学では、電波通信学科の今井助手（同
期生）が病死し、根尾助教授も亡くなられた由で、
通信実技や運用を指導する教官の補充が必要で
ありました。この時期に、七洋電機が事業を解散
することになり、非常勤講師であった私は、短期
大学部の正規の教官になれということで、論文な
ど種々の審査をクリアして助教授として任用さ
れることになりました。一方、許可を得て宇宙開
発事業団の客員開発部員となり、ランドサット衛
星の ‘‘地球観測センター”の仕様検討並びに提
案書の審査、日本独自の観測衛星 “MOS-1の地
上受信施設”の設計並びに提案書の審査に携わり
ました。そして、日本のリモートセンシング学会
設立の発起人の一人にもなりました。二つの衛星
地上受信センターの完成を待って、やっと普通の
先生になれたのは三年ぐらい経ってからでした。
当時、私の話に興味を抱いた学生が、今では、
気象庁や宇宙開発事業団に沢山いて、“ひまわり”
などを巧く動かしているようでありますし、民間
放送の方に進んだ卒業生も放送技術の発展にカ
を尽くしていると聞いています。難しい国家試験
で通信の資格を取り、日本の外航船舶で活躍した
皆さんの職場がGMDSSで急になくなってし
まったので、その後のニュースがあまり聞えてこ
ないことが心配です。この大学に来て、学生たち
と一緒に完成した研究成果などについて、何時か
機会を戴ければ書き遣したいと思います。今回は
この辺で、筆を置くことに致します。
（おわり）
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和田光弘
1 1947年 12月長野県岡
谷市生まれ、小学生の時千
葉県松戸市へ。現在、調布
市在住。
中学、高校では放送部に
所属。文化祭では自作の
Hi-Fiアンプで毎年レコー
ドコンサートを開いていました。電気通信大学通
信工学科を 1971年に卒業。海外志望で日立系の
技術専門商社、日製産業（株） （現日立ハイテクノ
ロジーズ）に入社。 2年間の電子顕微鏡の技術訓
練後、海外サービスに就きました。 1977年テヘラ
ン大学の電子顕微鏡室に納めた透過型と走査型電
子顕微鏡の据付、調整、技術指導の為、 1人で 1
年間イランに滞在。その後、ベネズエラ駐在後、
営業に転換。情報機器、半導体製造装置、表面実
装機の輸出営業をほぼ8~10年のスパンで担当し
ました。訪問した国は 40数力国、悔外駐在 3
海外生活は延べ 12年でした。 51歳で駐在赴任し
たシンガポールでは、 6年間、チップマウンター
の現地サービス会社社長として、会社立上げ、海
外サービス体制作りの為、東南アジア、中国を飛
び回り、充実した日々を過ごしました。当時のロ
ーカル社員からは今も時々メールが届きます。
専門は特になく、若干の製品知識と経験がある
だけですが、現在も電子顕微鏡の試料用支持膜を
製造販売する小さな会社に週 3日勤務中。私の担
は、支持膜製造と製品評価、電顕の調整、修理
です。娘 2人は嫁ぎ、孫は 2人。公私共に忙しさ
のある毎日です。
ミュージアムでは図書館倉庫に収蔵された雑誌、
会報類の整理を担当。少年時代に愛読した「模型
とラジオ」「初歩のラジオ」などに囲まれ、懐かし
さを覚えながら作業をしています。ハム関係の雑
誌も創刊号から揃っており、また外国雑誌も整理
中。徐々に、閲覧できる体制を整えつつあります。
今後とも宜しくお願い致します。 （おわり）
編集後記
口私が学術調査員としてお世話になったばかりの
ころの「歴史資料館」は元機械工場だった建物の
一部を展示室として活動していました。当時は田
中正智さんが入り口に机を置いて月曜日から土
曜日までほぼ毎日出勤しておられました。夏は扇
風機を使い、冬は小さな電気ヒーターでがんばっ
ておられる様子に驚嘆しました。私が就職して通
信機製造現場に配属されたころは、冬は石炭スト
ーブ、夏は扇風機でした。空冷式送信管の送風機
の風を使って昼休みのスポーツで汗だくの体を
冷やした思い出があります。しかし、とうに 60
歳を越した田中さんが、空調が当たり前の平成時
代に大学施設として正式には認知されていなか
った当時の「歴史資料館」で奮闘しておられた時
代があったことを記録しておきたい。今号もそん
な思いで田中さんの苦労話（その 3)を掲載させて
いただきました。
口一時期、 トランジスタラジオを最初に発売した
のはどこかということが議論されたことがあり
ました。今回、このことにつき高橋雄造学術調査
員にご執筆いただきました。
口次号（第5号）は4月末発行を予定しています。
皆様のご投稿を 3月末までにお寄せ下さい。
原稿は、 Eメールの場合は
gmivairi@triton.ocn.ne.ip までお送り下さい。
手書きまたはワープロ印字したものを事務局に
届けていただいても結構です。
（宮入源太郎）
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